20200119レムナント教会1部
   自由のタイミング(Ⅰサムエル記1:9-11)

イエス様を信じるとすべてがうまくいくという期待があり、また、そうなるだろうと信じています。しかし、実際にイエス様を信じたのに試練が与えられ、苦しみを味わうようになるときがあります。なぜ神様は、救い主イエス様を信じたのにも関わらず、信者にこのような試練、苦しみを許されるのでしょうか。その理由が聖書を通して正しく分かっていないと、いつまで経ってもその試練、苦しみに捕らわれて生きるようになるしかありません。

今日の聖書の箇所には、ハンナという女性が紹介されています。その女性は神様を信じる人なのになかなか子どもが与えられないという試練、苦しみがありました。子どもを授からないのがそれほど大きな問題なのかと思うかもしれません。けれども、当時のイスラエルでは、子どもが生まれないということは神様に見放されていると思われていた時代なのです。そして、その子どもが授からないという苦しみを抱えているだけではなくて、他の奥さん、ペニンナの方には男の子が与えられていました。当時は一夫多妻制が許されていて、ハンナが正妻でした。ペニンナはセカンドなのかサードなのか分かりませんが、子どもがいるかいないかによって逆転するわけです。それで聖書を見ますと、子どもがいる奥さんの方から、いらだたせていたと言われています。それは柔らかい表現ではないかなと思います。見下していて、人間扱いもしないし、「あなたは何が正妻なのか」ということでいろいろ意地悪をしていたと思います。子どもがいないことだけでも苦しいのに、隣でそのようにいらだたせることがあったので、余計その苦しみが増して耐えられないし、悲しむようになります。旦那さんが「100人の子どもより私の方があなたを愛しているからいいではないか」と慰めていても全く効果がありません。ハンナは悲しんで、悲しんで、悲しみに暮れるようになります。日々、ため息をして生きるような状況でした。「あの女には子どもがいるのに、他の人も普通に子どもが与えられているのに、なぜ私だけ息子が、子どもが授からないのでしょうか」。そのように他の人と、また、隣の奥さんと比較しながら、より自分自身をだめな人間と思っていたわけです。そういったことがすべて合わさって、怒りに震え上がるような状態でした。様々な反応がハンナには見られるようになりました。
今日の聖書を見ますと、たぶん私たちがいま考えているような正解をしっかり握ってではありませんけれども、ハンナが最終的に神様に訴えてお祈りをささげる場面です。いままでは「神様。なぜ私だけが。なぜ私にこんな試練が…」といった訴えでした。最終的には激しく泣いて痛んでいますと言いながらも神様に請願して誓いをもって祈ります。「神様。もし子どもが与えられるのであれば、神様に一生ささげます」と。いままでは子ども、子どもで「なぜ私にこんな試練がばかり…」だったのですが、やっと「神様。もし子どもが与えられるのであれば、ナジル人として神様におささげします」という祈りをする場面です。もちろん他のところに飛ばないで、神様に訴えて祈ったということは不幸中の幸いだと思います。しかし、この神様に子どもを一生ささげて、神の御用のために、神様の願いのために、神の御心のために、この子をささげますと祈るまでは、全部、悲しみに、ため息に捕らわれて生きるようになっていました。これを通して、神様はなぜ信者に試練と苦しみを許されるのか、その理由を考えていきたいともいます。
それは、神の恵みによって救われて、実は根本的にすべての死と罪の原理から解放されて自由になっているはずなのに、実際的にはその人の考えの中に古きものがそのまま刻印されているわけです。それを表に現すために神様は試練を許されるわけです。このハンナがなぜ悲しんで、ため息をしていたのでしょうか。私たちはそうせざるを得ない状況ではないでしょうかとつい思うかもしれません。もちろんそういう面がないわけではありません。大変な状況なのでそうなるしかないのではないでしょうかとつい簡単にそう思うのですが、少し吟味して考えてみましょう。
ダビデは、何も悪いことをしていないのに、サウル王によって逃亡者の人生を歩いて、死の影の谷を歩くような辛い試練を通るようになります。だからといってダビデが「なぜ私はこんな目に合うのでしょうか」と訴えたでしょうか。私に乏しいことはありません。状況が大変だから、試練があるからといって、悲しみ、ため息をする。それをイコールにしていてはいけません。

ヨセフも同じでしょう。そして、パウロも主の御用のために伝道していたのに捕まって刑務所に入れられることになりました。「なぜ私がこんな目に合わないといけないのでしょうか。なぜ私だけにこんな試練があるのでしょうか」と訴えて当然な状況なのに、パウロはそうしたでしょうか。私を強くしてくださる方にあって、できないことはなにもない。どんな境遇においても満足できる秘訣を心得ていました。そこで悲しんだりため息をしていたという痕跡が全く見られません。
それなのにハンナや普通の信者は、試練の前でなぜ悲しみ、ため息をして、なにかのせいにしたりするのでしょうか。それは実は、救われたのにも関わらず、考えの中には古きものが刻印されているわけです。神様を離れてずっと生きてきました。その中で自分中心というものがあって、自分が良ければ幸せ、自分が良くなければ不幸という考え方、基準を持っていたわけです。それが救われたのにも関わらず、考え方の中には刻印されているままで、肉が中心であるという基準を持っていたわけです。肉体的に安定して裕福になればOK、そうでなければだめという基準をもって生きてきたのですが、神の恵みによって救われました。でも、考えの中には以前と変わることなくそういうものが基準として刻印されているわけです。そして、この世を中心として生きる世の価値が目標になっているわけです。その基準にあって、その方向に行けばラッキーで、そうでなければなんでだろうとなるしかない基準が未だに刻印されているわけです。刻印されているから私たちが滅びの運命から自由になっていないということではありません。自由になっているのに実際的な頭の中はそういうものが刻印されているままなのです。ですから、試練を通して、苦しみを通して、その刻印の基準にあまり合わないので悲しむわけです。それに引っかかるからなんでだろうと訴えるわけです。つまり、試練の前で悲しみ、ため息をするというのは、実際的には未だにその人の基準というものが自分中心、肉が中心であり、世の価値が中心であることの現れなのです。神様はそういうことを現していやそうとしていらっしゃるわけです。結局、救われたのにも関わらず、すでに与えられている救いの祝福が全く力を発揮することがないわけです。そのような刻印のゆえに、神様は痛いということをご存知でありながらも、試練と苦しみを信者に許される第一の理由は、その前で反応を示す自分を見て、「私は救われたのだけれども、実際的には自己中心だね。実際的には肉が中心で世の価値を基準にして生きている、そういう者なのだね。頭の中は未だにそういうことが刻印されているのだね」と気づいてもらうためです。これが理由なのです。それは「信者、おまえは悪いよ。だから、だめだよ」と責めるための材料ではありません。誰でも皆そうなのです。でも、それをそのままに放置すると救いの祝福の力が現れることが邪魔されるわけです。神様はこのような理由のために試練を許していらっしゃるのに、信者のほとんどの人が「なぜ私だけこんな試練に会わないといけないのでしょうか」「なぜあの人は大丈夫なのに」と比較しながら悲しみとため息にずっととどまっているわけです。それは実は古きものに束縛されているままの状態です。自由がありません。奴隷のままの状態です。神様はイエス・キリストの血潮によって私たちを新しく作り変えられたので、これからその祝福の道を、勝利の人生を歩んでもらうために、まず試練を許されて、試練の前に立たされます。その前で反応示す自分を素直に見ることによって、素直に正直になって「私は救われて感謝なのだけれど、実際的にはこういう古きものが刻印されていて、そういうものを基準にして人生が動いてい者なのだね」と気づいてもらうためです。

もう一回申し上げます。責めるためではありません。だから、自分はだめだと思ってはいけません。それを通して神様は、だから、救いの祝福を、つまり、キリストを実際的に味わう人間になりなさいということが目的です。そうでないと、メッセージを聞いていて、私たちは祝福されましたと言われていても、いつも理論ばかりで頭の中にとどまるだけなのです。「いや、でも、よくわかればそれを味わえますよ」と言うのですが、人間はそんなに偉いものではありません。試練を通してその前で反応する自分を素直に認めて、自分を省みることによって実際にはこうなのだねと認めて、だから、理論ではなくて、歯を食いしばってでも集中して、救いの祝福、キリストを実際的に味わっていかないといけないのです。そのために許される試練なのです。でも、先週も申し上げましたように、スイッチをそちらの方に切り替えないで、ずっと悲しみとため息と何かのせいだというところにとどまる方向に行ってしまうのです。それは束縛のままです。自由になれません。神様はすべてご存知なのです。私たちが痛い、大変だということを知らないで許されるわけではありません。神様は試練を通して自分を素直に見て、認めて、自分ではなくてキリストの方に切り替えることを望んでいらっしゃいます。環境や状況や自分の限界ではなくて、完璧な救いの祝福を頼りに、それをメインにして、フォーカスをそれに合わすことを主は望んでおられます。そうでないと束縛のまま、つまり、サタンが踏み砕かれることなどはないわけです。サタンとの戦争です。ぜひ神様の御心、神様の計り知れない導きを自分自身に当てはめて、救いの祝福を味わう勝利のクリスチャンになりましょう。それで神様は、問題があろうがなかろうが十字架の上ですべてを完了したと宣言された、その十字架の恵みを思い出して、ローマ8：2、死と罪の原理から、永遠に開放されたという祝福を握って、すべての問題は終わったということを味わってもらうことを望んでおられます。問題があろうがなかろうが、すべての問題は終わった。これを味わう人間になることを神様は望んでいらっしゃいます。

それだけではありません。三位一体の神様が聖霊を通して私の中に入ってこられ、私とともにおられます。しかも変わることなく、離れることなく、永遠にまでともにおられるようになりました。これが祝福なのです。これを永遠のいのちと言います。その結果、ガラテヤ2：20、私は十字架とともに死にました。いまはキリストが私の中に生きていらっしゃいます。あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。だから、どんな状況であろうが、どんな試練があろうが、エペソ1：3、もうすでに天にある霊的すべての祝福をいただいているものなのです。私は幸いな者。幸せな者です。これを実際的に味わうことを望んでいらっしゃいます。その結果、私も人間的な部分は土の器のように弱々しいし何も変わっていないかのように思われていても、Ⅱコリント5：17、古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなりました。私は新しくなっています。古いものは終わったということを味わってもらいたいわけです。どこまで新しくなって、どこまで祝福されて変わっているのかと言いますと、エペソ1：23、すべてを満たす方によって、満たされる存在、キリストとからだなる教会、キリストとワンネスになってくっついて一緒になって一つになっている私を通してキリストの愛と力と権威が流れ出るようになっている存在になりました。これを味わうことを望んでおられるから試練を許されるわけです。
それで私たちの残りの生涯、主の御前に召されるそのときまで、イエスの名によって悪霊を追い出して蛇をもつかみ、新しい言葉、いのちの言葉を語り、病人に手を置けば病人はいやされる。イエス様にしかできないいのちの福音宣教の働き、それが許されている人生なのです。ですから、私たちに向かって世の光、王である祭司という称号が与えられているということを実際的に味わうことです。試練の中で、様々な状況の中で、弱々しい自分の中で、それに負けずに騙されずに味わうことを主は望んでおられます。だから、どんなに私たちが痛い、痛いと叫んでいても神様は許されます。神様は私たちを愛して、私たちをあきらめることがない方なので、試練を許されてまでこのキリストにある完璧な救いの祝福を感謝して、それを実際的に味わう人間にしようとされる方です。この祝福は誰も奪うことはできません。変わることもありません。むしろすべてを働かせて益となる、不思議で、不思議でしょうがない、そういう祝福なのです。

今朝も柳先生のメッセージを少し聞きましたが、モーセは生まれたときに大変な目に会いました。本人も自覚がなかったでしょうけれども、それも救いの祝福の旅程の一つだったのです。すべてを働かせて聖なる道を、生涯を歩いてもらうための旅程として許され、それが合わさって益となる不思議な世界に導き入れられているものなのです。ですから、この永遠のいのちの祝福、イエスの、インマヌエルの、ワンネスの祝福を具体的に味わい、そうなると残りの生涯は自分の限界や力などのせいにせずに、環境や周りのせいにせずに、聖霊の力によって、聖霊の導きによって生きるようになるわけです。それが救いの祝福です。このように味わうように神様が望んでいらっしゃる理由は、ほんとうに実際的に信者がこの救いの祝福を味わうことによって、この結論にたどり着くようになります。そのときに初めてこの世を見る目が開かれます。発展していて、すごいかのように思われるでしょうけれども、この世を見ながら、この世はキリストの他には希望がないところなのだねと、初めて実際的に目が開かれて、そこで「だから神様は私を召されたのだね。私は残りの生涯、何をしようとしてもイエスの証人として、福音宣教のために生きるものなのだね」という結論にたどり着いて、それが絶対的な契約になります。ですから、そのときに告白するようになります。「神様、子どもがいてもいなくても、病気でも健康でも、合格しても落ちても。右に転んでも左に転んでも。それは私とは関係ありません。どうなっても構いません。残りの生涯、どうなっても私はイエスの証人としての人生を貫きます」と決心します。このときにいままで捕らわれていたすべてから自由になります。それが信者の自由のタイミングなのです。ハンナがやっと自由になりました。初代教会の人たちが、この植民地の状態をどうしましょうとイエス様に訴えたときに、イエス様は「それはあなたがたは知らなくてもいいよ」と答えます。それは無関心ではありません。この国が植民地から解放されようが、このままの状態であろうが、私の人生はそれと関係ありません。神の国のために、イエスの証人として、福音宣教のために、残りの生涯、変わることなく無条件、その人生を生きていきます。生きていても死んでも福音宣教、イエスの証人として生きるものです。そのときにサタンが完璧に砕かれて、すべてから自由になります。信者の自由のタイミングは、刑務所から解き放たれることではありません。お金がなかったのにお金が与えられることではありません。病気だったのに健康になる、そのタイミングでもありません。使命を決断したときに、しかも本当の祝福を味わい、なんの未練も条件もなしで、幸いな者として残りの生涯をイエスの証人として生きていく。私は家が潰れても、家が盛んになっても、そういうことと関係なく、イエスの証人としての人生を生きていきます。この決心、決断があるまでは信者でも奴隷なのです。何かしら束縛されて生きるようになるしかありません。ハンナがナジル人として子どもを主にささげますと告白したときに、いままで捕らわれていた悲しみやため息や苦しみや比較すること、そのすべてから自由になりました。試練を避けようと、無くそうとすると、結局、どんどんそれにはまっていくだけです。自分が古きものに刻印されていたものなのだねと素直に認めて、自分を責めることなく、だから救いの完璧な祝福がせっかく与えられているので、実際的にそれを味わうものになろうとすればいいのです。それが自由です。
なぜそうされるのでしょうか。残りの生涯、使命のために、イエスの証人としての人生を決断して、決心してもらうためです。そのときでないとサタンが踏み砕かれません。試練や苦しみに騙されず、悲しみやため息などに捕らわれていないで、サタンがこれっぽっちも通用することがないように、サタンが完全に縛り上げられて、踏み砕かれるように、救いの祝福を深く黙想してください。使徒1：1、3、8、それが刻印されるように。そして、その結果、決心するようにしましょう。なんのために生きるのか。なんのために受験勉強をするのか。なんのために薬を飲んでいるのか。なんのために就職するのか。なんのために子どもを育てるのか。理由は一つしかありません。イエスの証人、世の光として。しかも何がどうなっても構いません。この使命とはなんの関係もありません。植民地のままでもイエスの証人という契約は全うされるようになるし、植民地をひっくり返して全うする場合もあるし、どっちにしても宇宙がひっくり返っても福音宣教、イエスの証人の契約は変わることなく全うできるものなのです。何に人生をかけて、生きるのでしょうか。そこで祈るわけです。永遠から神に隠されていたもの、その福音宣教の祝福を主が現してくださいと。237、サミットの祝福、いやしの祝福を現してくださいと。使命というのは負担ではありません。自分の何かをささげて犠牲にするようなものではありません。ほんとうに救いの祝福を味わい、まことの自由になっている者の当たり前な結果なのです。自由から生まれる祝福の決心なのです。だから、自由にならない限りは、福音宣教の使命のための決心というのも期待できないでしょう。それはしばらくして途切れてしまうし、つぶやきばかりになってしまいます。「なんでこんなに主のために頑張っているのに」と。使命はそういうものではありません。私が本当にすべてから自由になっているので、見るべきもの、行くべき道をしっかりと見るようになった。それが使命です。皆さんの一歩、一歩の歩みにその勝利があることを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。私たちが期待していることとは裏腹に試練や苦しみが許されるときがあります。そこで騙されて誤解しないで、素直に古き刻印を見て認めるように。そして、それをきっかけに完璧なキリストにある救いの祝福を実際的に味わう方向にフォーカスを合わせることによって、サタンが完璧に砕かれて、まことの自由を味わうことができるタイミング、使命の決断につながることができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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